
　

私
は
玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン

　

私
は
玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
で
こ
の
５
、
６
年
、
文

タ
ー
で
こ
の
５
、
６
年
、
文

学
作
品
を
脳
細
胞
の
活
性
化

学
作
品
を
脳
細
胞
の
活
性
化

の
た
め
に
、
皆
で
３
、
４
行

の
た
め
に
、
皆
で
３
、
４
行

ず
つ
声
を
出
し
て
読
ん
で
い

ず
つ
声
を
出
し
て
読
ん
で
い

ま
す
。
最
近
は
漱
石
が
中

ま
す
。
最
近
は
漱
石
が
中

心
で
「
坊
ち
ゃ
ん
」「
三
四

心
で
「
坊
ち
ゃ
ん
」「
三
四

郎
」
に
続
け
て

郎
」
に
続
け
て
1010
月
か
ら
漱

月
か
ら
漱

石
の
純
愛
・
不
倫
小
説
「
そ

石
の
純
愛
・
不
倫
小
説
「
そ

れ
か
ら
」を
取
り
上
げ
ま
す
。

れ
か
ら
」を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

玉
縄
は
鎌
倉
で
も
特
異
な

　

玉
縄
は
鎌
倉
で
も
特
異
な

文
化
的
土
地
柄
で
す
。
鎌
倉

文
化
的
土
地
柄
で
す
。
鎌
倉

と
い
う
と
鎌
倉
時
代
の
執
権

と
い
う
と
鎌
倉
時
代
の
執
権

北
条
氏
が
有
名
で
す
が
、
戦

北
条
氏
が
有
名
で
す
が
、
戦

国
時
代
に
相
模
一
体
を
支
配

国
時
代
に
相
模
一
体
を
支
配

し
た
の
が
北
条
早
雲
に
始
ま

し
た
の
が
北
条
早
雲
に
始
ま

る
後
北
条
氏
で
す
。
早
雲
―

る
後
北
条
氏
で
す
。
早
雲
―

氏
綱
―
氏
康
―
氏
政
―
氏
直

氏
綱
―
氏
康
―
氏
政
―
氏
直

と
、
小
田
原
城
が
１
５
９
０

と
、
小
田
原
城
が
１
５
９
０

年
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
る
ま
で

年
秀
吉
に
攻
め
ら
れ
る
ま
で

五
代
続
き
ま
す
。

五
代
続
き
ま
す
。

　

１
５
１
３
年
、
早
雲
は
鎌

　

１
５
１
３
年
、
早
雲
は
鎌

倉
の
玉
縄
に
玉
縄
城
を
作
り

倉
の
玉
縄
に
玉
縄
城
を
作
り

ま
す
。
玉
縄
北
条
氏
は
早
雲

ま
す
。
玉
縄
北
条
氏
は
早
雲

の
子
・
氏
時
を
初
代
と
し
氏

の
子
・
氏
時
を
初
代
と
し
氏

綱
の
子
・
為
昌
、
氏
綱
の
娘

綱
の
子
・
為
昌
、
氏
綱
の
娘

聟
で
武
勇
で
名
高
い
綱
成
。

聟
で
武
勇
で
名
高
い
綱
成
。

以
後
氏
繁
―
氏
舜
―
氏
勝
と

以
後
氏
繁
―
氏
舜
―
氏
勝
と

６
代
続
き
ま
す
。
玉
縄
北
条

６
代
続
き
ま
す
。
玉
縄
北
条

氏
は
鶴
岡
八
幡
宮
を
再
建
し

氏
は
鶴
岡
八
幡
宮
を
再
建
し

民
政
に
力
を
入
れ
四
公
六
民

民
政
に
力
を
入
れ
四
公
六
民

な
ど
善
政
を
鎌
倉
に
敷
き
ま

な
ど
善
政
を
鎌
倉
に
敷
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

後
北
条
氏
・
玉
縄
北
条
氏

　

後
北
条
氏
・
玉
縄
北
条
氏

は
新
陰
流
と
深
い
か
か
わ
り

は
新
陰
流
と
深
い
か
か
わ
り

が
あ
り
、
毎
年

が
あ
り
、
毎
年
1010
月
の
玉
縄

月
の
玉
縄

の
龍
寶
寺
「
玉
縄
城
主
墓
前

の
龍
寶
寺
「
玉
縄
城
主
墓
前

祭
」
に
私
の
一
門
は
柳
生
新

祭
」
に
私
の
一
門
は
柳
生
新

陰
流
の
剣
・
槍
、
鎌
倉
に
関

陰
流
の
剣
・
槍
、
鎌
倉
に
関

係
の
深
い
義
経
が
伝
え
た
静

係
の
深
い
義
経
が
伝
え
た
静

流
薙
刀
を
演
武
し
て
い
ま

流
薙
刀
を
演
武
し
て
い
ま

す
。
今
年
は

す
。
今
年
は
1515
日
午
前

日
午
前
1010
時

半
か
ら
で
す
。（
無
料
）

半
か
ら
で
す
。（
無
料
）

　

新
陰
流
を
創
始
し
た
の
は

　

新
陰
流
を
創
始
し
た
の
は

「
剣
聖
」
と
言
わ
れ
る
上
泉

「
剣
聖
」
と
言
わ
れ
る
上
泉

伊
勢
守
信
綱
で
す
。
信
綱
は

伊
勢
守
信
綱
で
す
。
信
綱
は

群
馬
県
大
胡
（
前
橋
市
）
に

群
馬
県
大
胡
（
前
橋
市
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
が
先
祖
は
京

生
ま
れ
ま
し
た
が
先
祖
は
京

の
名
門
貴
族

の
名
門
貴
族

で
す
。
父
は

で
す
。
父
は

大
胡
城
主
で

大
胡
城
主
で

し
た
。

し
た
。
2121
歳

で
従
五
位
下

で
従
五
位
下

伊
勢
守
と
な

伊
勢
守
と
な

っ
た
信
綱
は

っ
た
信
綱
は

扇
ガ
谷
上
杉

扇
ガ
谷
上
杉

氏
の
重
臣
で

氏
の
重
臣
で

早
雲
以
前
の

早
雲
以
前
の

小
田
原
城
主
大
森
氏
の
娘
と

小
田
原
城
主
大
森
氏
の
娘
と

結
婚
。
嫡
男
・
秀
綱
が
生
ま

結
婚
。
嫡
男
・
秀
綱
が
生
ま

れ
ま
す
が
、
妻
は
早
逝
し
ま

れ
ま
す
が
、
妻
は
早
逝
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

信
綱
は

　

信
綱
は
3030
代
で
念
流
・
新

代
で
念
流
・
新

当
流
・
陰
流
を
学
び
、
新
陰

当
流
・
陰
流
を
学
び
、
新
陰

流
を
創
始
し
ま
し
た
。
や
が

流
を
創
始
し
ま
し
た
。
や
が

て
信
綱
の
剣
名
は
北
条
家
の

て
信
綱
の
剣
名
は
北
条
家
の

猛
将
・
北
条
綱
成
の
目
に
留

猛
将
・
北
条
綱
成
の
目
に
留

ま
り
北
条
氏
康
に
紹
介
さ
れ

ま
り
北
条
氏
康
に
紹
介
さ
れ

小
田
原
北
条
氏
の
兵
法
師
範

小
田
原
北
条
氏
の
兵
法
師
範

と
な
り
、

と
な
り
、
4040
歳
前
後
で
北
条

歳
前
後
で
北
条

綱
成
の
娘
と
結
婚
し
、
二
男

綱
成
の
娘
と
結
婚
し
、
二
男

・
有
綱
、
三
男
・
行
綱
が
生

・
有
綱
、
三
男
・
行
綱
が
生

ま
れ
、
後
に
子
供
た
ち
や
嫡

ま
れ
、
後
に
子
供
た
ち
や
嫡

孫
・
泰
綱
は
北
条
家
に
兵
法

孫
・
泰
綱
は
北
条
家
に
兵
法

指
南
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に

指
南
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
代
、
関
東
平
野
は

　

こ
の
時
代
、
関
東
平
野
は

足
利
将
軍
に
派
遣
さ
れ
た
関

足
利
将
軍
に
派
遣
さ
れ
た
関

東
公
方
と
そ
の
執
事
で
あ
る

東
公
方
と
そ
の
執
事
で
あ
る

関
東
管
領
上
杉
氏
に
よ
っ
て

関
東
管
領
上
杉
氏
に
よ
っ
て

代
々
治
め
ら
れ
て
お
り
、
比

代
々
治
め
ら
れ
て
お
り
、
比

較
的
平
穏
で
し
た
。
信
綱
は

較
的
平
穏
で
し
た
。
信
綱
は

北
条
氏
に
も
上
杉
氏
に
も
新

北
条
氏
に
も
上
杉
氏
に
も
新

陰
流
を
教
え
、
公
方
・
足
利

陰
流
を
教
え
、
公
方
・
足
利

義
氏
に
は
印
可
を
授
け
て
い

義
氏
に
は
印
可
を
授
け
て
い

ま
す
。　
　

ま
す
。　
　

　

１
５
５
１
年
、
相
模
（
神

　

１
５
５
１
年
、
相
模
（
神

奈
川
県
）
の
北
条
氏
康
が
関

奈
川
県
）
の
北
条
氏
康
が
関

東
管
領
・
上
杉
憲
政
を
攻

東
管
領
・
上
杉
憲
政
を
攻

め
、
憲
政
が
越
後
（
新
潟

め
、
憲
政
が
越
後
（
新
潟

県
）
の
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙

県
）
の
長
尾
景
虎
（
上
杉
謙

信
）
に
救
い
を
求
め
た
こ
と

信
）
に
救
い
を
求
め
た
こ
と

か
ら
、
関
東
平
野
は
相
模
の

か
ら
、
関
東
平
野
は
相
模
の

北
条
、
越
後
の
上
杉
、
甲
斐

北
条
、
越
後
の
上
杉
、
甲
斐

の
武
田
の
三
つ
巴
の
戦
場
と

の
武
田
の
三
つ
巴
の
戦
場
と

な
り
ま
し
た
。
上
泉
城
は
北

な
り
ま
し
た
。
上
泉
城
は
北

条
氏
康
に
攻
め
ら
れ
落
城

条
氏
康
に
攻
め
ら
れ
落
城

し
、
信
綱
は
上
杉
方
の
武
将

し
、
信
綱
は
上
杉
方
の
武
将

と
し
て
戦
場
を
駆
け
巡
り
ま

と
し
て
戦
場
を
駆
け
巡
り
ま

す
が
、
や
が
て
武
田
信
玄
に

す
が
、
や
が
て
武
田
信
玄
に

降
り
、
信
玄
の
許
し
を
得
て

降
り
、
信
玄
の
許
し
を
得
て

新
陰
流
を
広
め
る
た
め
に
京

新
陰
流
を
広
め
る
た
め
に
京

に
の
ぼ
り
ま
す
。

に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

信
綱
は
京
に
出
る
途
中
で

　

信
綱
は
京
に
出
る
途
中
で

柳
生
宗
厳
と
出
会
い
、
新
陰

柳
生
宗
厳
と
出
会
い
、
新
陰

流
を
伝
え
、
京
で
も
多
く
の

流
を
伝
え
、
京
で
も
多
く
の

弟
子
を
と
り
。
足
利
将
軍
・

弟
子
を
と
り
。
足
利
将
軍
・

義
輝
か
ら
「
天
下
一
」
の
称

義
輝
か
ら
「
天
下
一
」
の
称

号
授
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後

号
授
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後

上
州
に
帰
り
子
供
や
孫
た
ち

上
州
に
帰
り
子
供
や
孫
た
ち

の
仕
え
る
北
条
家
の
兵
法
師

の
仕
え
る
北
条
家
の
兵
法
師

範
と
な
り
ま
す
。
後
に
子
孫

範
と
な
り
ま
す
。
後
に
子
孫

が
編
纂
し
た
「
上
泉
文
書
」

が
編
纂
し
た
「
上
泉
文
書
」

に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

北
条
氏
政
か
ね
て
よ
り
そ

北
条
氏
政
か
ね
て
よ
り
そ

の
（
信
綱
の
）
高
名
を
聞
き

の
（
信
綱
の
）
高
名
を
聞
き

重
く
接
待
し
け
れ
ば
、
信
綱

重
く
接
待
し
け
れ
ば
、
信
綱

つ
い
に
小
田
原
に
止
ま
り
仕

つ
い
に
小
田
原
に
止
ま
り
仕

え
一
藩
に
教
授
し
、
ま
た
所

え
一
藩
に
教
授
し
、
ま
た
所

々
の
戦
い
に
巧
妙
す
る
こ
と

々
の
戦
い
に
巧
妙
す
る
こ
と

数
次
、
天
正
十
年
中
つ
い
に

数
次
、
天
正
十
年
中
つ
い
に

北
条
家
に
在
り
て
卒
す

北
条
家
に
在
り
て
卒
す

　

新
陰
流
は
玉
縄
城
主
・
綱

　

新
陰
流
は
玉
縄
城
主
・
綱

成
を
通
し
て
鎌
倉
だ
け
で
な

成
を
通
し
て
鎌
倉
だ
け
で
な

く
小
田
原
の
御
北
条
家
に
も

く
小
田
原
の
御
北
条
家
に
も

伝
わ
っ
た
の
で
す
。

伝
わ
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
一
門
は
鎌
倉
と
関

　

私
た
ち
一
門
は
鎌
倉
と
関

係
の
深
い
新
陰
流
・
静
流
薙

係
の
深
い
新
陰
流
・
静
流
薙

刀
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
「
新

刀
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
「
新

陰
流
・
円
明
流
稽
古
会
」
を

陰
流
・
円
明
流
稽
古
会
」
を

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

各
地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

９
月

　

９
月
1515
日
（
土
）
午
後
１

日
（
土
）
午
後
１

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル
で
「
戦
国
時
代
の

ー
ホ
ー
ル
で
「
戦
国
時
代
の

鎌
倉
、
そ
の
検
証
と
発
見
」

鎌
倉
、
そ
の
検
証
と
発
見
」

の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

の
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
、
冒
頭
、
柳
生
新
陰

開
か
れ
、
冒
頭
、
柳
生
新
陰

流
の
演
武
を
し
ま
す
。
千
５

流
の
演
武
を
し
ま
す
。
千
５

百
円
。
申
し
込
み
は
主
催
の

百
円
。
申
し
込
み
は
主
催
の

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議

０
４
６
７

０
４
６
７
･
4545
･
７
４
１
１

７
４
１
１

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

　

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

　

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
で

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
で

き
る
機
会
を
提
供
す
る
文
化

き
る
機
会
を
提
供
す
る
文
化

庁
の
嘱
託
で
「
か
ま
く
ら
日

庁
の
嘱
託
で
「
か
ま
く
ら
日

本
舞
踊
親
子
教
室
」
が
７
月

本
舞
踊
親
子
教
室
」
が
７
月

に
開
催
さ
れ
、
７
月

に
開
催
さ
れ
、
７
月
2929
日
発
日
発

表
会
が
開
か
れ
た

表
会
が
開
か
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

日
本
舞
踊
宗
家
西
川
流
師

　

日
本
舞
踊
宗
家
西
川
流
師

範
・
西
川
翠
扇
さ
ん
主
宰
の

範
・
西
川
翠
扇
さ
ん
主
宰
の

「
翠
扇
会
」
が
、
小
学
生
を

「
翠
扇
会
」
が
、
小
学
生
を

対
象
に
、
毎
年
鎌
倉
の
鶴
岡

対
象
に
、
毎
年
鎌
倉
の
鶴
岡

八
幡
宮
研
修
道
場
で
行
っ
て

八
幡
宮
研
修
道
場
で
行
っ
て

い
る
。
今
年

い
る
。
今
年
1313
回
目
で

回
目
で
1313
人

が
参
加
し
た
。
７
月

が
参
加
し
た
。
７
月
1414
日
か
日
か

二
回
に
大
量
点
を
失
っ
た
後

二
回
に
大
量
点
を
失
っ
た
後

の
チ
ー
ム
か
ら
、
私
は
残
念

の
チ
ー
ム
か
ら
、
私
は
残
念

な
が
ら
ふ
き
出
る
若
者
た
ち

な
が
ら
ふ
き
出
る
若
者
た
ち

の
意
気
を
感
じ
る
こ
と
が
出

の
意
気
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
あ
な
た
は
慶

来
な
か
っ
た
。
あ
な
た
は
慶

應
義
塾
の
三
色
旗
を
背
負
っ

應
義
塾
の
三
色
旗
を
背
負
っ

て
戦
っ
て
は
い
た
が
、
西
神

て
戦
っ
て
は
い
た
が
、
西
神

奈
川
の
代
表
と
し
て
県
民
の

奈
川
の
代
表
と
し
て
県
民
の

期
待
を
背
負
っ
て
い
た
こ
と

期
待
を
背
負
っ
て
い
た
こ
と

ま
で
忘
れ
ず
に
、
死
に
も
の

ま
で
忘
れ
ず
に
、
死
に
も
の

ぐ
る
い
で
戦
っ
て
く
れ
た
で

ぐ
る
い
で
戦
っ
て
く
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
一
老
先
輩
の
老

し
ょ
う
か
。
一
老
先
輩
の
老

い
ぼ
れ
口
の
戯
れ
言
と
、
お

い
ぼ
れ
口
の
戯
れ
言
と
、
お

忘
れ
あ
れ
。

忘
れ
あ
れ
。

　

四
十
度
三
分
―
そ
ん
な
気

　

四
十
度
三
分
―
そ
ん
な
気

温
が
さ
り
気
な
く
新
聞
の
紙

温
が
さ
り
気
な
く
新
聞
の
紙

面
に
踊
る
よ
う
に
な
っ
て
か

面
に
踊
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
か
れ
こ
れ
一
カ
月
近
く

ら
、
か
れ
こ
れ
一
カ
月
近
く

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
。
今
年

す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
。
今
年

の
夏
の
気
温
の
高
さ
は
、
全

の
夏
の
気
温
の
高
さ
は
、
全

く
前
例
が
な
い
の
で
は
な
い

く
前
例
が
な
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
が
今
年
だ
け
の
こ

か
。
こ
れ
が
今
年
だ
け
の
こ

と
な
の
か
、
今
後
日
本
の
気

と
な
の
か
、
今
後
日
本
の
気

象
は
次
第
に
こ
ん
な
風
に
温

象
は
次
第
に
こ
ん
な
風
に
温

暖
化
し
て
行
く
の
か
、
余
生

暖
化
し
て
行
く
の
か
、
余
生

が
そ
れ
程
あ
る
訳
で
も
な
い

が
そ
れ
程
あ
る
訳
で
も
な
い

私
な
ど
が
気
に
す
る
こ
と
で

私
な
ど
が
気
に
す
る
こ
と
で

も
な
い
の
か
も
し
れ
な

も
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
…
。

い
が
…
。

　

今
年
は
別
に
特
に
意

　

今
年
は
別
に
特
に
意

図
し
た
訳
で
は
な
い

図
し
た
訳
で
は
な
い

が
、
午
前
中
何
と
な
く

が
、
午
前
中
何
と
な
く

テ
レ
ビ
を
つ
け
て
、
高

テ
レ
ビ
を
つ
け
て
、
高

校
野
球
を
や
っ
て
い
る

校
野
球
を
や
っ
て
い
る

と
つ
い
そ
の
ま
ま
引
き

と
つ
い
そ
の
ま
ま
引
き

こ
ま
れ
て
し
ま
い
、
夕

こ
ま
れ
て
し
ま
い
、
夕

方
ま
で
見
つ
づ
け
て
し

方
ま
で
見
つ
づ
け
て
し

ま
う
よ
う
な
日
が
何
日
か
あ

ま
う
よ
う
な
日
が
何
日
か
あ

っ
た
。
若
い
頃
か
ら
の
野
球

っ
た
。
若
い
頃
か
ら
の
野
球

好
き
で
あ
っ
た
か
ら
当
然
と

好
き
で
あ
っ
た
か
ら
当
然
と

言
え
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い

言
え
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い

が
、
実
は
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の

が
、
実
は
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の

の
魅
力
に
引
き
づ
り
こ
ま
れ

の
魅
力
に
引
き
づ
り
こ
ま
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
噓

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
噓

い
つ
わ
り
の
な
い
事
実
で
あ

い
つ
わ
り
の
な
い
事
実
で
あ

る
。
ど
こ
と
ど
こ
の
、
い
つ

る
。
ど
こ
と
ど
こ
の
、
い
つ

の
ゲ
ー
ム
か
ま
で
は
明
確
な

の
ゲ
ー
ム
か
ま
で
は
明
確
な

記
憶
が
残
っ
て
い
な
い
が
、

記
憶
が
残
っ
て
い
な
い
が
、

そ
れ
以
上
に
多
く
の
ゲ
ー
ム

そ
れ
以
上
に
多
く
の
ゲ
ー
ム

で
感
じ
た
一
生
懸
命
さ
、
熱

で
感
じ
た
一
生
懸
命
さ
、
熱

意
の
よ
う
な
も
の
が
、
私
に

意
の
よ
う
な
も
の
が
、
私
に

は
、
勝
敗
の
点
数
の
結
果
な

は
、
勝
敗
の
点
数
の
結
果
な

ど
を
は
る
か
に
越
え
て
深
く

ど
を
は
る
か
に
越
え
て
深
く

心
の
中
に
刻
み
こ
ま
れ
た
。

心
の
中
に
刻
み
こ
ま
れ
た
。

高
校
野
球
の
こ
と
を
知
ら
な

高
校
野
球
の
こ
と
を
知
ら
な

す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
か
も
し

す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
、
唯
、
私
は
今
年
の

れ
な
い
、
唯
、
私
は
今
年
の

こ
の
暑
さ
の
中
に
ス
ッ
ク
と

こ
の
暑
さ
の
中
に
ス
ッ
ク
と

立
つ
若
者
の
雄
々
し
き
姿
を

立
つ
若
者
の
雄
々
し
き
姿
を

蒸
れ
返
る
よ
う
な
熱
い
空
気

蒸
れ
返
る
よ
う
な
熱
い
空
気

の
か
な
た
に
見
た
よ
う
な
気

の
か
な
た
に
見
た
よ
う
な
気

が
し
た
。

が
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
が
一
つ
あ
っ

　

残
念
な
こ
と
が
一
つ
あ
っ

た
。
私
の
母
校
に
つ
な
が
る

た
。
私
の
母
校
に
つ
な
が
る

神
奈
川
の
代
表
で
あ
っ
た
慶

神
奈
川
の
代
表
で
あ
っ
た
慶

應
高
校
の
戦
い
ぶ
り
に
は
注

應
高
校
の
戦
い
ぶ
り
に
は
注

文
を
つ
け
た
い
。
敗
け
た
の

文
を
つ
け
た
い
。
敗
け
た
の

は
仕
方
が
な
い
。
然
し
一
、

は
仕
方
が
な
い
。
然
し
一
、

　

鎌
倉
・
山
ノ
内
八
雲
神
社

　

鎌
倉
・
山
ノ
内
八
雲
神
社

例
大
祭
の
神
幸
祭
が
７
月

例
大
祭
の
神
幸
祭
が
７
月
2222

日
行
わ
れ
、
炎
暑
の
中
、
大

日
行
わ
れ
、
炎
暑
の
中
、
大

勢
の
見
物
客
が
見
守
っ
た

勢
の
見
物
客
が
見
守
っ
た
＝

写
真
は
松
原
省
吾
撮
影

写
真
は
松
原
省
吾
撮
影
。

　

行
合
祭
と
も
呼
ば
れ
、
山

　

行
合
祭
と
も
呼
ば
れ
、
山

ノ
内
の
男
神
輿
は
円
覚
寺
・

ノ
内
の
男
神
輿
は
円
覚
寺
・

建
長
寺
な
ど
の
寺
を
巡
っ
た

建
長
寺
な
ど
の
寺
を
巡
っ
た

後
、
北
鎌
倉
駅
前
で
山
崎
八

後
、
北
鎌
倉
駅
前
で
山
崎
八

雲
神
社
の
女
神
輿
と
合
流
。

雲
神
社
の
女
神
輿
と
合
流
。

２
基
の
神
輿
は
、
光
照
寺
付

２
基
の
神
輿
は
、
光
照
寺
付

近
の
天
王
屋
敷
ま
で
渡
御
す

近
の
天
王
屋
敷
ま
で
渡
御
す

る
と
、
そ
こ
で
出
会
い
神
事

る
と
、
そ
こ
で
出
会
い
神
事

が
行
わ
れ
、
身
ご
も
っ
た
山

が
行
わ
れ
、
身
ご
も
っ
た
山

崎
の
神
輿
に
さ
ら
し
の
腹
帯

崎
の
神
輿
に
さ
ら
し
の
腹
帯

が
巻
か
れ
て
戻
っ
て
い
く
。

が
巻
か
れ
て
戻
っ
て
い
く
。

ら
９
回
の
稽
古
が
あ
り
、
着

ら
９
回
の
稽
古
が
あ
り
、
着

物
を
着
て
帯
を
結
び
、
挨
拶

物
を
着
て
帯
を
結
び
、
挨
拶

や
歩
き
方
な
ど
の
所
作
を
身

や
歩
き
方
な
ど
の
所
作
を
身

に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

に
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

発
表
会
で
保
護
者
た
ち
の
前

発
表
会
で
保
護
者
た
ち
の
前

に
浴
衣
姿
で
整
列
し
、
正
座

に
浴
衣
姿
で
整
列
し
、
正
座

し
て
帯
に
つ
け
て
い
た
扇
を

し
て
帯
に
つ
け
て
い
た
扇
を

前
に
置
い
て
挨
拶
し
た
あ

前
に
置
い
て
挨
拶
し
た
あ

と
、
扇
を
上
手
に
使
っ
て

と
、
扇
を
上
手
に
使
っ
て

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
菊
づ
く

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
菊
づ
く

し
」
を
踊
っ
た
。

し
」
を
踊
っ
た
。

　

教
室
修
了
後
も
サ
ー
ク
ル

　

教
室
修
了
後
も
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
て
稽
古
を
続
け
て
い

に
入
っ
て
稽
古
を
続
け
て
い

る
1212
期
生
や
２
期
生
も
日
ご

期
生
や
２
期
生
も
日
ご
　

「
夏
休
み
小
学
生
勉
強

　

「
夏
休
み
小
学
生
勉
強

会
」
が
鎌
倉
市
材
木
座
の
材

会
」
が
鎌
倉
市
材
木
座
の
材

木
座
公
会
堂
で
７
月

木
座
公
会
堂
で
７
月
2323
〜
2525

日
の
３
日
間
午
前
９
時
〜
夕

日
の
３
日
間
午
前
９
時
〜
夕

方
ま
で
行
わ
れ
、
地
域
の
子

方
ま
で
行
わ
れ
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
延
べ
約
３
０
０
人

ど
も
た
ち
延
べ
約
３
０
０
人

が
参
加
し
た

が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

材
木
座
地
区
社
会
福
祉
協

　

材
木
座
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
（
三
輪
祐
弘
会
長
）
が

議
会
（
三
輪
祐
弘
会
長
）
が

２
０
０
７
年
か
ら
行
っ
て
い

２
０
０
７
年
か
ら
行
っ
て
い

る
催
し
で
、
今
年

る
催
し
で
、
今
年
1212
回
目
。

回
目
。

同
自
治
連
合
会
、
市
立
第
一

同
自
治
連
合
会
、
市
立
第
一

小
学
校
校
外
委
員
の
保
護

小
学
校
校
外
委
員
の
保
護

者
、
第
一
中
学
校
の
理
科
部

者
、
第
一
中
学
校
の
理
科
部

・
図
工
部
か
ら
約
１
５
０
人

・
図
工
部
か
ら
約
１
５
０
人

が
協
力
し
た
。

が
協
力
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
お
も
て
で

　

子
ど
も
た
ち
は
お
も
て
で

材
木
を
ノ
コ
ギ
リ
で
ひ
い
た

材
木
を
ノ
コ
ギ
リ
で
ひ
い
た

り
、
釘
を
打
ち
つ
け
た
り
し

り
、
釘
を
打
ち
つ
け
た
り
し

て
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を

て
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を

作
る
作
業
に
熱
中
。
大
人
も

作
る
作
業
に
熱
中
。
大
人
も

電
気
ノ
コ
ギ
リ
で
木
材
を
切

電
気
ノ
コ
ギ
リ
で
木
材
を
切

る
な
ど
し
て
工
作
に
加
勢
し

る
な
ど
し
て
工
作
に
加
勢
し

た
。
室
内
で
は
宿
題
を
し
た

た
。
室
内
で
は
宿
題
を
し
た

り
、
神
社
に
奉
納
す
る
ぼ
ん

り
、
神
社
に
奉
納
す
る
ぼ
ん

ぼ
り
に
絵
を
描
い
た
り
し
て

ぼ
り
に
絵
を
描
い
た
り
し
て

い
た
。
三
輪
会
長
は
「
地
域

い
た
。
三
輪
会
長
は
「
地
域

の
世
代
交
流
の
場
と
な
っ
て

の
世
代
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
は
特
に
熱
中
症

い
る
。
今
年
は
特
に
熱
中
症

対
策
に
気
を
配
っ
て
い
る
」

対
策
に
気
を
配
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
た
。

と
話
し
て
い
た
。

　鶴岡八幡宮で８月６日から９日の４　鶴岡八幡宮で８月６日から９日の４
日間ぼんぼり祭が開かれた日間ぼんぼり祭が開かれた＝写真は松＝写真は松
原省吾撮影原省吾撮影。
　1938年（昭和13）からはじめられ、　1938年（昭和13）からはじめられ、
今年80回目。鎌倉近在の著名人から寄今年80回目。鎌倉近在の著名人から寄
せられた約400基の書画がぼんぼりにせられた約400基の書画がぼんぼりに
仕立てられて境内に掲揚され、夕刻に仕立てられて境内に掲揚され、夕刻に

なると灯りがともされた。なると灯りがともされた。
　画家や禅僧らの書画のほか、歌舞伎　画家や禅僧らの書画のほか、歌舞伎
役者中村吉右衛門さん、解剖学者養老役者中村吉右衛門さん、解剖学者養老
孟司さんなどの作品が並べられ目を楽孟司さんなどの作品が並べられ目を楽
しませた。土田直敏さんの大相撲初優しませた。土田直敏さんの大相撲初優
勝の御嶽海、さかなクンの大漁の絵な勝の御嶽海、さかなクンの大漁の絵な
どの前で記念写真を撮る人も。どの前で記念写真を撮る人も。

ろ
の
成
果
を
披
露
。
西
川
さ

ろ
の
成
果
を
披
露
。
西
川
さ

ん
は
「
親
子
で
日
本
文
化
に

ん
は
「
親
子
で
日
本
文
化
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

大
事
」
と
話
し
て
い
た
。

大
事
」
と
話
し
て
い
た
。

　柳生新陰流演武　柳生新陰流演武（右・著者）（右・著者）
 ＝2009年日本武道館　＝2009年日本武道館　

木版画　藤本宿木版画　藤本宿

処処し
ょ
し
ょ

暑暑し
ょ
し
ょ

山
内
静
夫

山
内
静
夫

6161

赤
羽
根
龍
夫

赤
羽
根
龍
夫

165165

閑
話
休
題「
玉
縄
と
新
陰
流
」

閑
話
休
題「
玉
縄
と
新
陰
流
」

鎌
倉
で
日
本
舞
踊
教
室

鎌
倉
で
日
本
舞
踊
教
室

小
学
生
が
伝
統
文
化
を
体
験

小
学
生
が
伝
統
文
化
を
体
験

八
雲
神
社
行
合
祭

八
雲
神
社
行
合
祭

さ
ら
し
の
腹
帯

さ
ら
し
の
腹
帯

神
輿
ご
懐
妊

神
輿
ご
懐
妊

小
学
生
が
地
元
で

小
学
生
が
地
元
で

夏
休
み
勉
強
会

夏
休
み
勉
強
会

夏の風物詩夏の風物詩ぼんぼり祭ぼんぼり祭
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設
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同
じ
住
宅
で
も
、
ハ
ウ
ス
メ

　

同
じ
住
宅
で
も
、
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
や
プ
レ
ハ
ブ
会
社
が
作

ー
カ
ー
や
プ
レ
ハ
ブ
会
社
が
作

る
家
と
在
来
工
法
で
造
ら
れ
た

る
家
と
在
来
工
法
で
造
ら
れ
た

家
と
は
ま
る
で
違
い
ま
す
。
ど

家
と
は
ま
る
で
違
い
ま
す
。
ど

ち
ら
も
『
木
』
が
使
わ
れ
て
い

ち
ら
も
『
木
』
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
前
者
は
小
さ
な
木
片

ま
す
が
、
前
者
は
小
さ
な
木
片

を
化
学
ノ
リ
で
固
め
た
材
木
を

を
化
学
ノ
リ
で
固
め
た
材
木
を

使
い
、
気
候
の
変
化
や
圧
力
で

使
い
、
気
候
の
変
化
や
圧
力
で

絶
対
剥
が
れ
な
い
と
保
証
さ
れ

絶
対
剥
が
れ
な
い
と
保
証
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昔
な
が
ら
の
工
法
で
建
て
ら

　

昔
な
が
ら
の
工
法
で
建
て
ら

れ
た
家
は
、『
木
』
の
特
性
を

れ
た
家
は
、『
木
』
の
特
性
を

生
か
し
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

生
か
し
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
土
台
に
は
湿
気
や
水
に

え
ば
、
土
台
に
は
湿
気
や
水
に

強
い
ヒ
バ
が
使
わ
れ
、
特
に

強
い
ヒ
バ
が
使
わ
れ
、
特
に

風
呂
場
や
ト
イ
レ
・
勝
手
に
は

風
呂
場
や
ト
イ
レ
・
勝
手
に
は

『
栗
』が
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

『
栗
』が
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

柱
は
杉
や
ヒ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
等

柱
は
杉
や
ヒ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
等

が
使
わ
れ
、
色
合
い
や
文
様
を

が
使
わ
れ
、
色
合
い
や
文
様
を

考
え
使
い
分
け
を
し
ま
す
。

考
え
使
い
分
け
を
し
ま
す
。

　

ま
た
『
木
』
に
は
〝
節
〞
が

　

ま
た
『
木
』
に
は
〝
節
〞
が

あ
り
ま
す
が
、
間
取
り
を
見
な

あ
り
ま
す
が
、
間
取
り
を
見
な

が
ら
壁
の
中
で
〝
節
〞
が
見
え

が
ら
壁
の
中
で
〝
節
〞
が
見
え

な
く
な
る
方
に
持
っ
て
行
き
ま

な
く
な
る
方
に
持
っ
て
行
き
ま

す
。
和
室
は
柱
が
露
出
す
る
の

す
。
和
室
は
柱
が
露
出
す
る
の

で
特
に
気
を
使
い
木
肌
の
美
し

で
特
に
気
を
使
い
木
肌
の
美
し

い
ヒ
ノ
キ
や
杉
を
使
い
ま
す
。

い
ヒ
ノ
キ
や
杉
を
使
い
ま
す
。

床
柱
や
床
框
に
も
趣
の
あ
る
も

床
柱
や
床
框
に
も
趣
の
あ
る
も

の
を
使
い
ま
す
。
梁
は
粘
り
強

の
を
使
い
ま
す
。
梁
は
粘
り
強

い
松
が
使
わ
れ
、
自
然
に
育
っ

い
松
が
使
わ
れ
、
自
然
に
育
っ

て
曲
が
っ
て
い
る
物
を
そ
の
ま

て
曲
が
っ
て
い
る
物
を
そ
の
ま

ま
使
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
使
っ
た
り
し
ま
す
。

　

で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
見

　

で
き
上
が
っ
て
し
ま
う
と
見

え
な
い
部
分
も
多
い
の
で
す

え
な
い
部
分
も
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
木
材
の
建
築
的

が
、
そ
れ
ら
の
木
材
の
建
築
的

な
寿
命
は
と
て
も
長
く
、
短
い

な
寿
命
は
と
て
も
長
く
、
短
い

物
で
も
数
百
年
、
ヒ
ノ
キ
に
い

物
で
も
数
百
年
、
ヒ
ノ
キ
に
い

た
っ
て
は
千
年
以
上
と
言
わ
れ

た
っ
て
は
千
年
以
上
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
法
隆
寺
の
建
立
は

て
い
ま
す
。
法
隆
寺
の
建
立
は

今
か
ら
千
四
百
年
前
の
日
本
最

今
か
ら
千
四
百
年
前
の
日
本
最

古
の
木
造
建
築
で
す
。

古
の
木
造
建
築
で
す
。

　

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

・
化
学
ノ
リ
で
造
る
家
と
決
別

・
化
学
ノ
リ
で
造
る
家
と
決
別

す
る
の
は
今
で
す
。

す
る
の
は
今
で
す
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

本
物
の
木
の
味
わ
い

本
物
の
木
の
味
わ
い
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